
2024年 2月 5日 

 
各   位   
 

神戸市中央区港島南町６丁目３番地の７ 
公益財団法人神戸医療産業都市推進機構 

企画財務課 井上、直田 
TEL：(078)306-0716 
FAX：(078)306-1708 

 

一般競争入札執行通知 
 
次のとおり一般競争入札を執行いたします。 
なお、入札にあたっては、仕様書、設計書、図面及び関係書類並びに現場等熟覧のうえ、私的独

占の禁止及び公正取引の確保に関する法律等関係諸法令を遵守し、公正な入札をしてください。

特に談合行為等（裏面に記載されている《談合その他の不正行為に対する措置》の 1 に記載する

契約者の違法行為をいう。）が判明した場合には、同文書に記載のとおり機構から契約金額の 10
分の 1 に相当する額（《談合その他の不正行為に対する措置》の 2 にも該当する場合は、契約金額

の 100 分の 5 に相当する額を加算した額）を違約金として徴収されるほか、損害賠償を請求され

ることがあります。 
 
記 

 

件  名 動物実験飼育施設空調設備 設備機器定期点検保守業務 

実施場所 神戸市中央区港島南町６－３－７ クリエイティブラボ神戸 １階 

公益財団法人神戸医療産業都市推進機構 動物実験飼育施設 

期間 2024年 4月 1日～2025年 3月 31日 

入札書 

提出期限 
2024 年 2月 22日（木）17：00必着 提出先は本通知右上の住所まで 

開 札 日 2024年 2月 26日（月）10：00から 

開札場所 

 

公益財団法人神戸医療産業都市推進機構  

クリエイティブラボ神戸（CLIK）５階 大会議室 

（神戸市中央区港島南町６丁目３番地の７） 

質疑受付 2024年 2月 9日(金)17：30まで（電子メールで提出をお願いします） 

提 出 先 suguta.yuki@fbri.org 

質疑回答 2024年 2月 15日（木）までにホームページへ随時掲載予定 

特記事項 別紙要領も熟覧ください。 

 



《入札書の記載及び契約金額について》 
１．入札書には、消費税課税事業者、免税事業者に関係なく、契約希望金額から消費税および地方

消費税に相当する額を控除した金額を記載すること。 
２．契約金額は、入札書記載金額に消費税および地方消費税を加算したものとし、1 円未満の端数

金額は、切り捨てる。但し、単価契約は入札書記載単価に数量等を乗じた金額の消費税および

地方消費税を加算し、1 円未満の端数金額は切り捨てる。 
〔注意事項〕 
１．入札者は、入札後、設計図書、この通知書及び現場等の不明を理由として異議を申し立てるこ

とはできませんので、見積りは慎重に行い、適切な積算を心がけてください。 
２．消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、予定価格に消費税および地

方消費税を乗じて得た価格以下で、最低の価格をもって入札した者を落札者とします。 
３．開札の結果、落札となるべき同価格の入札をした者が 2 人以上あるときは、、落札決定を保留

したうえで、改めて当該同金額の入札をした者に出席を求め、くじ引きにより落札者を決め

るものとします。 
４．入札者は、一度提出した入札書の書き換え、引き換え又は撤回することはできません。 
５．入札を辞退する場合、入札執行前にあっては、入札辞退書を公益財団法人神戸医療産業都市推

進機構（以下「機構」という。）企画財務課に提出してください。 
《談合その他の不正行為に対する措置》 
１．本件の契約相手方（以下「契約者」という。）が、この契約に関して、次の各号の一に該当し

たときは、この契約及びこの契約に係る変更契約による契約金額（単価契約又は単価協定の

場合は、支払金額）の 10 分の 1 に相当する額を当機構の指定する期間内に当機構に支払わな

ければならない。この契約が完了した後においても、同様とする。 
（１）公正取引委員会が、契約者が、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和 22

年法律第 54 号。以下「独占禁止法」という。）第 3 条の規定に違反し、又は契約者が構成

事業者である事業者団体が同法第 8 条第 1 項第 1 号の規定に違反したことにより、同法第

7 条の 2 第 1 項の規定に基づく課徴金の納付命令を行い、当該納付命令が確定したとき。 
（２）契約者（契約者が法人の場合にあっては、その役員又は代理人、使用人その他の従業者）に

対し、刑法（明治 40 年法律第 45 条）第 96 条の 3 又は独占禁止法第 89 条第 1 項若しくは

第 95 条第 1 項第 1 号に規定する刑が確定したとき。 
（３）その他、契約者が前 2 号に規定する違法な行為をしたことが明白となったとき。 
２．契約者は、この契約に関して前項の各号の一に該当し、かつ、次の各号の一に該当したとき

は、当機構の請求に基づき、前項に規定するこの契約及びこの契約に係る変更契約による契

約金額の 10 分の 1 に相当する金額の他、当該契約金額の 100 分の 5 に相当する額を当機構

の指定する期間内に支払わなければならない。この契約の履行が完了した後においても同様

とする。 
（１）前項第 1 号に規定する確定した命令について、独占禁止法第 7 条の 2 第 6 項の規定の適用

があるとき。 
（２）契約者が、当機構に前項各号に規定する違法な行為を行っていない旨の誓約書を提出して

いるとき。 
３．前 2 項に規定する場合においては、当機構は、契約を解除することができる。 
４．前各項の規定は、当機構の契約者に対する損害賠償請求を妨げるものはない。 
 



 
「動物実験飼育施設空調設備 設備機器定期点検保守業務」 

公募実施要領 
 
１ 業務の概要 

（１） 目的 
    公益財団法人 神戸医療産業都市推進機構動物実験飼育施設を安定的に作動させ

るため、空調設備における、１階及び屋上に設置の機器の点検範囲を記載したもの

である。この設備においては温湿度、室圧等の環境制御が常時支障なく運用される

ことが重要であり、そのため設備機器の定期メンテナンス（年２回）を必要とする。 

（２） 業務内容 
別紙「仕様書」のとおり 

（３） 契約期間 
2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 

 
２ 提出物 
 （１）入札書（別紙） 
 （２）立会委任状（別紙）※入札立会時のみ必要 
 
３ 提出先 

「８ スケジュール」に定める提出期限までに下記提出先まで郵送または持参すること。 

【提出先】 
公益財団法人神戸医療産業都市推進機構 経営企画部 企画財務課 担当：井上、直田 
〒650-0047 神戸市中央区港島南町６丁目３番地の７ 
電話：078-306-0716  E-mail: suguta.yuki@fbri.org 

 
４ 選定方法 

提出された入札書に基づいて、見積金額により選定する。 
 
５ 質疑受付 

  2024 年 2 月 9 日（金）17:30 までに電子メールで提出をお願いします。 
  提出先：E-mail: suguta.yuki@fbri.org 
  回答は 2024 年 2 月 15 日（木）までにホームページに随時掲載予定 
 
６ 参加資格 

  入札受付最終日において有効な神戸市もしくは神戸医療産業都市推進機構の入札参加

資格を有すること。 
  入札参加資格の取得を希望される方はお問合せください。 
  取得までに時間を要しますのでご注意ください。 
 
７ 契約に関する事項 
（１） 選定された提案者は、機構との間で委託契約を締結する。 
（２） 契約内容は、仕様書に基づき決定する。 



（３） 契約の締結に際し，万一，応募書類の記載内容に虚偽の内容があった場合は，契約

締結をしないことがある。 
 
８ スケジュール 
（１）公募開始    2024 年 2 月 5 日（月） 
（２）入札書の提出期限      2024 年 2 月 22 日（木）17:00 
（３）開札日     2024 年 2 月 26 日（月）10:00 
 
９ 特記事項 
（１） 入札書の作成、提出、その他当該入札に関する費用は、すべて参加者の負担とする。 
（２） 別添通知を熟覧のうえ、入札すること。 
（３） 提出後の修正、変更は、一切受け付けない。 
（４） 提出された書類は、返却しない。 
（５） 選定に関する問い合わせについては、一切受け付けない。 
（６） 落札業者は落札後速やかに、見積書(内訳書)と契約書案を準備すること 



 

 

 

動物実験飼育施設空調設備 

設備機器定期点検 

仕様書 

 

 

 

 

 

 

 
公益財団法人神戸医療産業都市推進機構  

次世代医療開発センター  

 

2024 年  2 月  

 
 
 
 



１．一般事項  

１．１． 件名  
動物実験飼育施設空調設備（アクアクリーン空調システム）  

定期点検（３年度目）  

１．２． 点検実施期間  
2024 年４月１日～2025 年３月３１日  

       年２回に内容を分けて実施すること  

１．３． 実施場所  

神戸市中央区港島南町 6-3-7 

公益財団法人神戸医療産業都市推進機構  

次世代医療開発センター  1 階及び屋上  

１．４． 監督員および検査員 

監督員  次世代医療開発センター動物実験飼育施設管理者  

検査員  次世代医療開発センター動物実験飼育施設施設長    

２．概要  

本書は、公益財団法人神戸医療産業都市推進機構  次世代医療開発センター動物
実験飼育施設空調設備（アクアクリーン空調システム）における、１階及び屋
上に設置の関連設備機器の点検範囲を記載したものである。  
この設備においては温湿度、室圧等の環境制御が常時支障なく運用されること
が重要であり、そのため設備機器の定期メンテナンス（年２回）を必要とする。 
メンテナンスの施工時期は空調負荷の少ない、春季と冬季に分けて実施する。  

 

 

 

 

 

 

 

 



３．対象機器  

動物実験飼育施設空調設備（アクアクリーン空調システム）機器   １式  
（内訳）  
アクアクリーン空調機本体（1 基）  
殺菌灯システム（1 基）  
オートロールフィルターユニット（1 基）  
給気送風機（2 台）  
還気送風機（2 台）  
排気送風機（2 台）  
前段処理フィルターユニット（2 セット）  
スプレーポンプ（2 台）  
露点冷却熱交換器（1 基）  
露点加熱熱交換器（1 基）  
排気処理装置（1 基）  
排気処理スプレーポンプ（1 台）  
空冷式ヒートポンプチラーユニット（5 基）  
冷水タンク（1 基）  
冷水循環ポンプ（2 台）  
温水タンク（1 基）  
温水循環ポンプ（2 台）  
室内温湿度検出器・調節体（9set）  
空調機露点温度検出器・調節体(2set) 
前段温度検出器・調節体(1set) 
室内温度制御コイル調節体（2set）  
給気圧力検出器・調節体（1set）  
還気圧力検出器・調節体（1set） 
排気圧力検出器・調節体（1set）  
室内圧力検出器・調節体（28set）  
機械室内各自動操作バルブ類(8set) 
熱源機器・排気処理廻り自動操作バルブ類(18set) 
移報連絡装置（1set）  
モニタ監視盤（1set）  
アクアクリーン制御監視装置（1set）  
室内制御監視装置（1set）  
熱源制御監視装置（1set）  

 



４．作業内容  
a   アクアクリーン空調機本体（1 基）  

空気調和機内で水スプレーを行なうことにより、冷却―加湿を行なうシス
テムであり、更にこのスプレーにより還気・外気取入空気中の塵埃の除去、
臭気の軽減を行なっている。この除去された塵埃等が循環水に入り汚れが
蓄積するため、槽内・スプレーノズル・エリミネーターなどの洗浄作業を
行ない、不具合の防止対策を施すこと。 
空気調和機槽内の洗浄作業は 1 回／年とすること。  

 
     b   殺菌灯システム（1 基）  

殺菌ランプは槽内清掃時に取り外し、ランプカバーの清掃を行う。  
槽内清掃後、殺菌ランプ及びパッキン等の交換を行い取付を行う事。  
交換後、殺菌ランプの点灯確認すること。作業は 1 回／年とすること。  

 
     c   オートロールフィルターユニット（1 基）  

ろ材交換を行う事。同時にボックス内のウエス拭き清掃及び機器類の点検
を行なうこと。作業は 1 回／年とすること。 

 
     d   給気送風機（2 台）  

ベアリングの交換、Ｖベルトの交換・調整、グリスアップ、ベアリング調
音を行うこと。作業は飼育エリアへの入室制限をかけたうえで空調を停止
し、実施する。  
ベアリング交換作業は 1 回／３年とすること。その他の作業は１回／年と
すること。  

 
     e   還気送風機（2 台）  

ベアリングの交換、Ｖベルトの交換・調整、グリスアップ、ベアリング調
音を行うこと。作業は飼育エリアへの入室制限をかけたうえで空調を停止
し、実施する。  
ベアリング交換作業は 1 回／３年とすること。その他の作業は１回／年と
すること。  
 
 
 
 

 



    f   排気送風機（2 台）  
ベアリングの交換、Ｖベルトの交換・調整、グリスアップ、ベアリング調
音を行うこと。作業は飼育エリアへの入室制限をかけたうえで空調を停止
し、実施する。  
ベアリング交換作業は 1 回／３年とすること。その他の作業は１回／年と
すること。  

 
     g   前段処理フィルターユニット（2 セット）  

中性能フィルター１２台の交換を行うこと。フィルター差圧計の確認・記
録を行うこと。HEPA フィルターの交換は別途協議とすること。  
作業は１回／年とすること。  

 
     h   スプレーポンプ（2 台）  

運転状態の確認、ベアリング調音、振動確認を行うこと。  
作業は 1 回  ／年とすること。メカニカルシール交換は１回/2 年とする
こと。ベアリング交換は別途協議とするが、１回／４年を目安とする。  
 

     i   露点冷却熱交換器（1 基）  
スプレー水を停止し、熱交換器の分離を行うこと。プレート１枚ずつを洗
浄し、度組付けを行うこと。消耗材のパッキン類の交換は別途協議とする
こと。作業は 1 回／年とすること。  

 
     ｊ  露点加熱熱交換器（1 基）  

スプレー水を停止し、熱交換器の分離を行うこと。プレート１枚ずつを洗
浄し、度組付けを行うこと。消耗材のパッキン類の交換は別途協議とする
こと。作業は 1 回／年とすること。 

 
   k   排気処理装置本体（1 基）  

排気空気に水スプレーを行なうことにより、排気処理を行なうシステムで
あり、更にこのスプレーにより塵埃の除去、臭気の軽減を行なっている。 
この除去された塵埃等が循環水に入り汚れが蓄積するため、槽内・スプレ
ーノズル・エリミネーターなどの洗浄作業を行ない、不具合の防止対策を
施すこと。空気調和機槽内の洗浄作業は 1 回／年とすること。  

 
     
 



     l   排気処理スプレーポンプ（1 台）  
運転状態の確認、ベアリング調音、振動確認を行うこと。  
作業は 1 回  ／年とすること。メカニカルシール交換は１回/2 年とする
こと。ベアリング交換は別途協議とするが、１回／４年を目安とする。  
 

     m  空冷ヒートポンプチラーユニット（5 基）  
運転動作の確認・法定基本点検を行い、フロン漏洩の有無を検査すること。 
良好な運転状態を保持するため、空気熱交換部フィン面の清掃を行うこと。 
消耗部材の交換・熱交換器の洗浄等は別途協議とすること。  
作業は 1 回／年とすること。 
 

     n  冷水タンク（1 基）  
水槽内部の水を抜き、高圧洗浄装置やブラシなどで清掃を行う。槽内清掃
後、ボールタップ・レベル検出装置などの動作確認を行う事。消耗材等の
交換は別途協議とすること。作業は 1 回／１年とすること。  

 
     o  冷水循環ポンプ（2 台）  

運転状態の確認、ベアリング調音、振動確認を行うこと。  
作業は 1 回  ／年とすること。メカニカルシール交換は１回/2 年とするこ
と。ベアリング交換は別途協議とするが、１回／４年を目安とする。  

 
     p  温水タンク（1 基）  

水槽内部の水を抜き、高圧洗浄装置やブラシなどで清掃を行う。槽内清掃
後、ボールタップ・レベル検出装置などの動作確認を行う事。消耗材等の
交換は別途協議とすること。作業は 1 回／１年とすること。  

 
     q  温水循環ポンプ（2 台）  

運転状態の確認、ベアリング調音、振動確認を行うこと。  
作業は 1 回  ／年とすること。メカニカルシール交換は１回/2 年とするこ
と。ベアリング交換は別途協議とするが、１回／４年を目安とする。  

 
     r  室内温湿度検出器・調節体（9set）  

室内に入室し基準測定機による計測を行い、無負荷状態においての温湿度
表示との比較計測を行い、許容範囲内かどうかの確認をおこなうこと。  
誤差が大きく部品等の交換が発生する場合は別途協議とすること。  
作業は 1 回／年とすること。  



     s  空調機露点温度検出器・調節体(2set) 
空調機温度検出部を一時取り外し、基準測定器による計測を行い、無負荷
状態においての温度表示との比較計測を行い、許容範囲内かどうかの確認
をおこなうこと。誤差が大きく部品等の交換が発生する場合は別途協議と
すること。作業は 1 回／年とすること。  

 
     t   前段温度検出器・調節体(1set）  

空調機温度検出部を一時取り外し、基準測定器による計測を行い、無負荷
状態においての温度表示との比較計測を行い、許容範囲内かどうかの確認
をおこなうこと。誤差が大きく部品等の交換が発生する場合は別途協議と
すること。作業は 1 回／年とすること。  
 

     u  室内温度制御コイル調節体（2set）  
室内制御代表温度（シーケンサ出力）からの信号と、調節体による制御信
号により、調節体の動作信号が許容範囲内かどうかの確認をおこなうこと。 
誤差が大きく部品等の交換が発生する場合は別途協議とすること。  
作業は 1 回／年とすること。  

 
     v  給気圧力検出器・調節体（1set) 

ダクト圧力検出部を一時取り外し、基準測定器による計測を行い、無負荷
状態においての圧力表示との比較計測を行い、許容範囲内かどうかの確認
をおこなうこと。給気静圧調節計に対して制御出力が追従しているのかを
確認すること。誤差が大きく部品等の交換が発生する場合は別途協議とす
ること。作業は 1 回／年とすること。  

     
     w  還気圧力検出器・調節体（1set) 

ダクト圧力検出部を一時取り外し、基準測定器による計測を行い、無負荷
状態においての圧力表示との比較計測を行い、許容範囲内かどうかの確認
をおこなうこと。還気静圧調節計に対して制御出力が追従しているのかを
確認すること。誤差が大きく部品等の交換が発生する場合は別途協議とす
ること。作業は 1 回／年とすること。 
 

     x  排気圧力検出器・調節体（1set) 
ダクト圧力検出部を一時取り外し、基準測定器による計測を行い、無負荷
状態においての圧力表示との比較計測を行い、許容範囲内かどうかの確認
をおこなうこと。排気静圧調節計に対して制御出力が追従しているのかを



確認すること。誤差が大きく部品等の交換が発生する場合は別途協議とす
ること。作業は 1 回／年とすること。  
 

     y  室内圧力検出器・調節体（28set) 
運転ループにて調節計からの信号等とダンパー類の開度確認すること。  
誤差が大きく部品等の交換が発生する場合は別途協議とすること。  
作業は 1 回／年とすること。  
 

     ｚ 機械室内各自動操作バルブ類(8set) 
運転ループにて調節計からの信号等と冷・温水弁／開閉操作弁類の開度確
認すること。誤差が大きく部品等の交換が発生する場合は別途協議とする
こと。作業は 1 回／年とすること。  

 
     α 熱源機器・排気処理廻り自動操作バルブ類(18set) 

運転ループにて調節計からの信号等と冷・温水弁／開閉操作弁類の開度確
認すること。誤差が大きく部品等の交換が発生する場合は別途協議とする
こと。作業は 1 回／年とすること。  

 
   β  移報連絡装置（1set）  

各移報内容の監視状態、操作、及び計測表示値の許容範囲内の確認を行う
こと。  
シーケンサからの模擬メールを送信し、伝言メールの着信、未読及び通知
の確認を行うこと。作業は 1 回／年とすること。 

 
     γ モニタ監視盤（1set）  

各表示画面・警報設定画面等の動作が通常表示状態であるかどうかの確認
を行うこと。  
PLC(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ･ﾛｼﾞｯｸ･ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の保守点検確認を行うこと。  
各電源ユニット等の保守点検確認を行うこと。作業は 1 回／年とすること。 

 
 
 
 
 
 
 



     ε アクアクリーン制御監視装置（1set）  
運転ループにて各表示画面・警報設定画面等の動作が通常表示状態である
かどうかの確認を行うこと。PLC(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ･ﾛｼﾞｯｸ･ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の保守点検確
認を行うこと。負荷設備機器については、停止している系統の絶縁抵抗・、
巻き線抵抗・ビス類の増し締め・サーマルペイントの目視確認を行うこと。
各変換器・モータードライバ・インバーター等の動作状態を確認すること。 
動力回路点検に関して作業条件が整わない場合は一時的な停止状態を必要
とし、その際は室内圧力等の変動が起こる可能性がある為、速やかに報告
し了解を得てから作業実施する事。  
動作状態は点検記録簿に記録をし報告を行うこと  
 
注意：動力回路点検に関して作業条件が整わない場合はやむなく一時的な
停止を必要とすることから、その際は速やかに報告し了解を頂いてから実
施すること。実施が難しい場合は、作業の中止・延期等を管理者に報告す
ると共に、次回作業計画に盛り込むこと。  
機器故障等の交換が発生する場合は別途協議とすること。作業は 1 回／年  
とすること  
 

     λ 室内制御監視装置（1set）  
運転ループにて各表示画面・警報設定画面等の動作が通常表示状態である
かどうかの確認を行うこと。PLC(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ･ﾛｼﾞｯｸ･ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の保守点検確
認を行うこと。負荷設備機器については、停止している系統の絶縁抵抗・、
巻き線抵抗・ビス類の増し締め・サーマルペイントの目視確認を行うこと。
各変換器・モータードライバ・インバーター等の動作状態を確認すること。 
動力回路点検に関して作業条件が整わない場合は一時的な停止状態を必要
とし、その際は室内圧力等の変動が起こる可能性がある為、速やかに報告
し了解を得てから作業実施する事。  
動作状態は点検記録簿に記録をし報告を行うこと  
 
注意：動力回路点検に関して作業条件が整わない場合はやむなく一時的な
停止を必要とすることから、その際は速やかに報告し了解を得てから実施
すること。実施が難しい場合は、作業の中止・延期等を管理者に報告する
と共に、次回作業計画に盛り込むこと。  
機器故障等の交換が発生する場合は別途協議とすること。作業は 1 回／年  
とすること  

 



     ω 熱源制御監視装置（1set）  
運転ループにて各表示画面・警報設定画面等の動作が通常表示状態である
かどうかの確認を行うこと。PLC(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ･ﾛｼﾞｯｸ･ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の保守点検確
認を行うこと。負荷設備機器については、停止している系統の絶縁抵抗・、
巻き線抵抗・ビス類の増し締め・サーマルペイントの目視確認を行うこと。
各変換器・モータードライバ・インバーター等の動作状態を確認すること。 
動力回路点検に関して作業条件が整わない場合は一時的な停止状態を必要
とし、その際は室内圧力等の変動が起こる可能性がある為、速やかに報告
し了解を得てから作業実施すること。  
動作状態は点検記録簿に記録をし、報告を行うこと。  
 
注意：動力回路点検に関して作業条件が整わない場合はやむなく一時的な
停止を必要とすることから、その際は速やかに報告し了解を得てから実施
すること。実施が難しい場合は、作業の中止・延期等を管理者に報告する
と共に、次回作業計画に盛り込むこと。  
機器故障等の交換が発生する場合は別途協議とすること。作業は 1 回／年  
とすること。  

 
その他  
(ア) 上記以外の制御機器（CAV・VAV・MD、２方弁等）に関しては別

途とする。  
(イ) メンテナンス作業を行う際、現飼育室内環境（温湿度・室圧等）を

出来る限り維持すること。 
(ウ) 制御停止が必要な機器に関しては、事前打ち合わせを行うこと。  
(エ) 作業エリアとして、1 階機械室内、1 階天井内、屋上機器エリアと

する。  
(オ) 消耗品、機器の劣化による部品、機器交換、修繕費は別途とする。 
(カ) メンテナンス作業終了後の滅菌及び清掃は別途とする。  
(キ) その他、この仕様書に定めのない事項については、次世代医療開発

センター監督員の指示に従うこと。 
(ク) トラブル発生時対応として警報内容確認後、対応の必要がある場合

は２日（４８時間）以内に対応する。 
尚、対応の方法は電話・メール・訪問等にて対応指示が行えること 
 
 
 



(ケ) 動物処置室の設置機器の状態及び不具合を確認すること。 
作業は1回／年とすること。  

  状態の確認は下記内容とすること。  
   ・運転状況の確認  
     エアコンのルーバー、ラクリーナーパネル、ファンの稼働状況

の確認及びフィルターの清掃を行うこと。  
   ・エアコンのエラー確認  

          エアコンパネル上でのエラー表示の確認を行うこと。  
   ・送風機の運転状況、異音の確認を行うこと。  
   ・排風機の運転状況、異音の確認、Ｖベルト交換、グリスアップを

行うこと。  
   ・ケミカルフィルターユニットのマノスターゲージで差圧を確認す

ること。  
  上記以外に交換部品が発生した場合は、別途協議とすること。  
 

５．作業計画及び報告書  
事前に作業計画書・工程表、作業後に報告書を作成すること。  

 

６．検収  

1) 検査は本機構担当職員立会いのもとに、その指示に従い行なうこと。  
 
７．点検保証  

１）点検作業後は報告書を作成提出する事。機器類などの分解又は交換部品に
対しては写真などを添付して追加作業・交換部品が発生した場合は別途見
積書を提出する事。  

２）点検作業中に判明した故障部品・又は故障が予想される部品に対して       
は当センターの了承を得て、応急や緊急交換対応し、発生した代金は別途
請求すること。  

３）点検項目以外での緊急事故、故障に対しては、要求に基づき出来る限り速
やかに技術員を派遣・処置を行なうこと。 

４）点検後の保証期間は３ヶ月とし、点検後のトラブル・故障費用は無償にて 
    対応すること。  
    但し、次の故障内容についてはこの限りではない。 
 
 



Ⅰ、保守点検仕様書の範囲外の故障  
 
Ⅱ、予備部品では処理できず部品無しによる再訪問した場合  
 
Ⅲ、一次供給源の変動や故障にて技術員を派遣調査した場合  
 
Ⅳ、経年劣化による故障で技術員を派遣調査した場合 

 
Ⅴ、点検完了後の報告書にて故障などを予想し、早期修理の勧告をして  
  いるに関わらず故障が生じ技術員を派遣調査した場合 
 
Ⅵ、天地災害、不可抗力により、点検該当部位に故障が生じた場合  
 
Ⅶ、適確な使用方法によらず、点検該当部位に故障が生じた場合  
 
Ⅷ、点検該当部位の周辺機器の経年劣化により、点検該当部位に再度故障

等の発生が生じた場合  
 
8．一般的注意事項  

不明な点はその都度、各項、各々の監督員と打ち合わせを行うこと。 
 

以上  



入   札   書 

 

件 名 動物実験飼育施設空調設備 設備機器定期点検保守業務 

 

金 

額 

 

契約金額は、入札書記載金額に消費税および地方消費税を加算した金額（１円未満の端数が

あるときは，その端数金額を切り捨てた金額）とすることを了知のうえ，契約締結に関する法

令等に定めるところに従い契約いたしたく，仕様書，図面及び関係書類並びに現場等熟覧のう

え，入札します。 

なお，本件に係る入札執行通知裏面に記載の《談合その他の不正行為に対する措置》に該当

する不正行為を行わないこと,並びにこれに該当すると認められた場合は同文書に記載のとお

り契約金額の１０分の１（一定の場合には,契約金額の１００分の５を加算）に相当する額を違

約金として支払うこと及び機構からの損害賠償請求に応じることを誓約します。 

 

  ２０２４年  月  日 

 

公益財団法人神戸医療産業都市推進機構 理事長 様 

 

 

所  在  地                       

 

 

商号又は名称                       

入札人 

 

代表者又は 

受 任 者 名                                       

 

 

◎注意 金額は一枠に一字ずつ 1.2.3.･･･の数字で記入し，金額の前の枠に￥をつけること。 

 拾億   百万   千   円 



立  会  委  任  状 

 

  ２０２４年  月  日 

 

公益財団法人 

神戸医療産業都市推進機構 

理事長 様 

 

 

私は，下記の弊社社員を代理人と定め， 

件 名： 動物実験飼育施設空調設備設備機器定期点検保守業務          

の開札に係る立ち会いについて委任します。 

 

 

記 

 

委任者 

 

所  在  地                  

 

 

商号又は名称                  

 

 

代表者又は 

受任者名               ○印     

 

 

代理人 

 

 

 

 

 

役職・氏名               ○印     



 

 令和３年１月 13日 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に伴う郵便入札について 

 

公益財団法人神戸医療産業都市推進機構 

経営企画部企画財務課 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の対応として、弊機構では、令和３年１月 13 日以降に案

内する入札案件より、接触機会を軽減するため、当面の間、従前の対面での入札手続きから郵便

等による入札手続きに変更して行うこととしております。 

 

記 

 

 

（入札書等の提出方法） 

 添付しております「入札の手引き（郵便入札用）」並びに「郵便入札用封筒提出要領」をご確 

認のうえ、提出してください。 

 

 

（入札書等の提出日時） 

 添付しております「指名競争入札執行通知」に記載の入札書提出期限（必着）までに弊機構の 

企画財務課まで指定された郵送方法または持参で提出してください。 

 

 

その他の詳細は「入札の手引き（郵便入札用）」並びに「郵便入札用封筒提出要領」に記載して

いますので、ご確認ください。また、ご不明点等ございましたら下記連絡先までお問い合わせく

ださい。 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、ご不便をおかけいたしますがご理解・ご協力のほ

どよろしくお願いします。 

 

 

神戸医療産業都市推進機構 

経営企画部企画財務課 

TEL：078-306-0716 



入札の手引き（郵便入札用） 

公益財団法人神戸医療産業都市推進機構 

当機構が行う指名競争入札に参加される場合は、この手引きを参考にしてください。 

１．入札の執行通知 

入札の執行通知は、電話・ＦＡＸまたは電子メールで行います。 

２．入札の準備 

（１） 見積りにあたっては、図面、設計書、仕様書及び関係書類並びに現場等をよく確認

し、適正な積算を行い、その金額に基づいて入札を行ってください。

（２） 場合によっては、現場説明を行うことがあります。この場合は、必ず、指定された

日時、場所で説明を受けてください。（欠席の場合は、入札に参加できませんので、

特に注意してください。）

３．入札書の記入、押印 

（１） 入札書は、「入札執行通知」に添付して原則として 1通お渡しします。

再入札を行う場合がありますので、事前に入札書のコピーをご準備ください。

（２） 入札書は、ボールペン又はペンなど訂正のできない筆記具で記入してください。

（３） 件名は、「入札執行通知」の件名のとおりに記入してください。（件名の一部を省略

したり、「入札執行通知」の件名にない文字を記入しないでください。）

（４） 入札金額は、総価契約の場合と単価契約の場合とでは、記入する金額が異なり、ま

た入札書の書式も異なりますので、下記の点に留意のうえ記入してください。

① 総価契約の場合には、契約希望金額（消費税を含む金額）から消費税および地方

消費税に相当する額を控除した金額（小数点以下の端数が生じた場合は、小数点以

下第 1位を切り上げた額。）のみを記入してください。（内訳単価や数量などの記入

は不要です。）

② 単価契約の場合には、特に断りがない限り、「入札執行通知」で指定する単位当たり

の消費税抜き単価のみを記入してください。（数量や総額などの記載は不要です。）

（５） 総価契約の場合、入札金額は金額の前に「￥」をつけてください。

（６） 単価契約の場合、入札金額は金額の前に「＠」をつけてください。

（７） 入札書の日付は、入札年月日（開札日）を記入してください。

（８） 入札者の所在地、商号又は名称、代表者又は受任者の欄は、当該案件の契約締結権

者の氏名を記入し、当該契約締結権者を特定できる印鑑（職名印又は個人印）を必

ず押印してください。社印・支店印等代表者を特定できない印は無効となりますの

で、ご注意ください。

（９） 誤って記入した場合は、 で修正し、（８）の印鑑で押印のうえ、正しく書き直

してください。（修正液等による訂正をした入札書は無効とします。） 

（10） 入札を辞退もしくは欠席する場合は、必ず事前に連絡してください。

なお辞退される場合は、理由を明記した入札辞退届（様式自由）を提出してくださ

い。（欠席される場合でも、辞退届は提出してください）データでも可能とします。 



４．入札書の提出方法 

（１）入札書は、件名及び入札者名を記入した封筒に入れ、「入札執行通知」に示した日時

までに当機構企画財務課まで郵送（一般書留、簡易書留又はレターパックプラスのい

ずれかのみ有効）又は持参してください。封筒については、別添の「郵便入札用封筒

提出要領」をご確認ください。

（２）郵送に要する経費は、入札参加者の負担とします。 

（３）提出された入札書の書替え、引替え又は撤回はできません。 

（４）指定日時までに入札書が到着できなかった又は持参できなかった場合は、入札に参 

加できません。 

５．入札の中止・延期 

（１）事情により、入札の中止又は入札期日を延期することがあります。 

（２）中止又は延期した場合において、入札参加者が損失を受けることがあっても、当機構 

はその責めを負わないものとします。 

６．開札・発表 

（１）開札は、当機構企画財務課職員２名以上で開札します。 

入札参加者のうち希望する者があるときは、開札に立ち会うことができます。代理人 

が立会いを希望される場合には立会委任状を持参してください。立ち会う人数は、一 

社につき１名までとしてください。 

（２）開札の結果は、落札者へ電話で連絡します（原則、当日中）。また、入札参加者全員

へも書面又は電子メールにて連絡します（後日になる場合もあります）。

（３）開札の結果、落札となるべき金額の入札者が２名以上ある場合は、落札決定を保留し

たうえで、改めて当該同金額の入札をした者に出席を求め、くじ引きにより落札者を

決めるものとします。 

（４）開札の結果、予定価格を超えている場合は、入札を保留扱いとして再入札を行うこと

があります。再入札を行う際は、応札者に対して最低応札金額を示したうえで通知し

ます。 

７．無効となる入札 

 次の事項に該当する入札は無効になりますので注意してください。 

（１）入札書が所定の日時を過ぎて到着したとき。 

（２）入札書中、必要な文字を欠き又は判読できないとき。 

（３）入札書に記名押印がないとき。 

（４）一の入札に対して 2通以上の入札書を提出したとき 

（５）入札者の資格がない者が入札したとき。 

（６）鉛筆、シャープペンシルその他訂正の容易な筆記具により記入したとき。 

（７）文字、数字等を訂正した場合において訂正印の押印がないとき（シール添付、修正液

による訂正も無効です。）。 

（８）前各号に掲げるもののほか、特に指定した事項に違反したとき。 

８．落札者の決定 

入札を行った者のうち、予定価格以下で最低の価格をもって入札した者を落札者とします。 



９．不調打ち切り 

落札とならない場合、入札を打ち切ります。この場合、交渉して契約することがあります。 

10．契約書の提出 

（１）落札者は、当機構が交付する契約書に記名押印し、５日以内に提出してください。（郵

送は可。） 

（２）落札者が正当な理由がなく、契約書を提出しないときには、その効力を失うこと 

があります。 

（３）契約書は２部作成し、各々押印のうえ、１部お返しします。なお、一般役務契約につ

いては、契約金額（消費税抜き）に応じた収入印紙を添付し割印をしてください。 

11．その他 

（１）郵便事故等により入札書等が提出期限までに到達しなかったことに対し、異議を申し 

立てることはできません。 

（２）内容に関してご不明な点がありましたら、企画財務課までお問い合わせください。 

神戸医療産業都市推進機構 

経営企画部企画財務課 

TEL：078-306-0716 



入札書の提出方法

郵送又は持参のどちらかの方法によるものとします。

なお、どちらの方法においても委任状の提出は必要ありません。

●郵送の場合

次により作成した内封筒及び外封筒による二重封筒を用いてください。

レターパックプラスを使用する際は、本要領内において外封筒と同様の扱いとします。

（１）内封筒は、必ず入札案件ごとに作成してください。

（２）内封筒には、入札書（入札内訳書の指示があれば同封する）を入れて封入し、

 入札書に押印した印で封印したうえで、外封筒に入れて指定した方法で郵送してください。

（３）外封筒には、内封筒を入れ封かんし、入札書在中の旨及び下記宛先を記載してください。

（４）複数の内封筒を１つの外封筒に入れることは可能です。

●持参の場合

下記宛先の企画財務課職員に提出してください。

提出する封筒様式は郵送の場合の内封筒と同様です。

持参の場合、外封筒は必要ありません。

外封筒及び内封筒の記入詳細は下記の図をご参照ください。

内封筒（入札書封入用封筒）　原則、長形３号（120㎜×235㎜）

内封筒（表） 内封筒（裏）

●必須項目

表面 裏面

・入札年月日（開札日） ・入札書に使用した印鑑で封印

・入札案件名 （請求書等で使用する社印でも可）

・商号または名称

郵便入札用封筒提出要領
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外封筒（入札書送付用封筒）　内封筒が入る任意のサイズ

外封筒（表） 外封筒（裏）

●必須項目

・宛先　〒650-0047

神戸市中央区港島南町６丁目３番地の７

クリエイティブラボ神戸（CLIK）５階

公益財団法人神戸医療産業都市推進機構

経営企画部企画財務課　宛

・「入札書在中」の記載（赤字）

（複数の内封筒を入れている場合は、件数を記入してください）

・「一般書留」または「簡易書留」の記載（赤字）

（レターパックプラスの場合は不要です）

※外封筒の表または裏に、住所及び商号または名称を記載してください。

※持参の場合は、上記必須項目の宛先（提出先）に内封筒のみを提出してください。
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